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青葉区民音楽祭メインステージ　（詳細は次頁）　 青葉区民音楽祭メインステージ　（詳細は次頁）　 
１１月９日(日) 1１時 開演　　青葉公会堂　　【入場無料】　　１１月９日(日) 1１時 開演　　青葉公会堂　　【入場無料】　　

① 奈良北オカリナクラブ

② 横浜アコーディオン愛好会 

③ 青葉台ジョイフルフレンズ･ハーモニカ

  

第1部 ノスタルジック サウンド 第2部 ボタニカル サウンド

④ マリンBAマリン

⑤ Plumeria

リコーダーコンソート青葉 第１６回定期演奏会
１２月７日(日)   14時 開演

フィリアホール　【入場無料】
第一部 グノー 小交響曲、他　　　第二部　クリスマスによせて

第三部 チャイコフスキー 「くるみ割り人形」、ジーク「Uxolo」、他

渡辺清美先生の指導のもと、月2回
の練習で磨いたアンサンブルを、定
期演奏会、ボランティアなどで披露
しています。定期演奏会の情報や活
動の詳細はホームページで、演奏
の一部はYouTubeでご覧いただけ
ます。どちらも「リコーダー青葉」で
検索してください。

　

リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
ソ
ー
ト

青
葉
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

青
葉
区
を
拠
点
と
し
た
リ

コ
ー
ダ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

す
。
１
９
９
４
年
の
結
成
以

来　

回
目
と
な
る
定
期
演

奏
会
を
、
今
回
は
青
葉
区

民
音
楽
祭
の
一
環
と
し

て
、
ほ
ぼ　

年
ぶ
り
に
フ
ィ

リ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
団
が
フ
ィ
リ
ア
ホ
ー
ル

に
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
よ

う
な
思
い
入
れ
を
持
っ
て
い

る
の
は
、
地
元
で
あ
り
、
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
リ
コ
ー
ダ
ー
合

奏
に
最
適
な
広
さ
で
、
最

適
な
響
き
の
良
い
ホ
ー
ル

だ
か
ら
で
す
。
青
葉
区
共

催
と
い
う
形
で
こ
の
演
奏

会
が
実
現
で
き
た
こ
と
を

感
謝
し
つ
つ
、
こ
の
ホ
ー
ル

に
ふ
さ
わ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
響
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

 

　

月
の
演
奏
会
ら
し
く
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
お

な
じ
み
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
リ

コ
ー
ダ
ー
用
に
編
曲
し
た

も
の
か
ら
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
現
代
曲
ま

で
取
り
揃
え
ま
し
た
。
ソ
プ

ラ
ニ
ー
ノ
か
ら
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
ま
で
の
７
種
類
の
リ
コ
ー

ダ
ー
を
使
用
し
て
、
リ
コ
ー

ダ
ー
合
奏
の
幅
の
広
さ
と

楽
し
さ
を
、
皆
様
に
お
届

け
し
ま
す
。
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横浜緑吹奏楽団第40回定期演奏会
9月14日(日) 13時半 開演　　青葉公会堂　　 【全席自由・入場無料】

第一部 吹奏楽のための交響詩 ぐるりよざ

第二部 企画ステージ　～プロダクトX～
テーマ ～緑吹界隈～

「りょくすい」の愛称で親しまれる横浜
緑吹奏楽団は今年で結成42年。毎年
春の「青葉こども音楽まつり」＆秋の
「定期演奏会」を主軸とし、地域に根ざ
した音楽活動を行っています。

　

横
浜
緑
吹
奏
楽
団
は
第　

回
定
期
演
奏

会
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

第
一
部
で
は
創
設
者
で
あ
り
、
現
在
も
私

た
ち
を
温
か
く
見
守
る
顧
問
・
市
村
節
夫

氏
を
お
迎
え
し
、
思
い
出
の
曲
を
指
揮
し
て

い
た
だ
き
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
す
。

ま
た
、
団
か
ら
羽
ば
た
き
、
プ
ロ
の
オ
ー
ボ

エ
奏
者
・
指
揮
者
と
し
て
活
躍
す
る
及
川
寛

繁
氏
を
ゲ
ス
ト
指
揮
者
に
迎
え
て
、
こ
の
演

奏
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
二
部
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」
さ
な
が
ら
に
、
演
奏
会
の
企

画
が
出
来
る
迄
を
再
現
し
、
演
奏
と
映
像
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
交
錯
す
る
新
し
い
形
の
ス

テ
ー
ジ
を
お
送
り
し
ま
す
。
音
楽
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
挑
戦
、
絆
、
感
動
の
物
語

も
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

40

　

吹
奏
楽
は
、
単
な
る
演
奏
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

教
育
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
文
化
振
興
と
い
っ
た
広

範
な
領
域
で
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

１
９
７
０
年
代
後
半
、
高
度
経
済
成
長
を
経
て
生

活
の
質
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
、
日
本
各
地
で

吹
奏
楽
団
体
の
結
成
が
相
次
ぎ
、
生
涯
教
育
の
場

と
し
て
市
民
が
音
楽
に
主
体
的
に
関
わ
る
新
た
な

文
化
潮
流
を
形
成
し
た
。

　

そ
の
時
流
に
の
っ
て
か
１
９
８
３
年
に
横
浜
緑
吹

奏
楽
団
が
発
足
。
創
設
者
・
市
村
節
夫
氏
の
も
と
、

「
吹
奏
楽
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」
こ
と

を
根
幹
に
据
え
、
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
幅
広
い
層

を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　

吹
奏
楽
は
、
演
奏
技
術
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

協
働
性
、
自
己
表
現
、
世
代
間
交
流
を
促
進
す
る
力

を
持
つ
。
個
々
の
飛
躍
と
団
体
の
一
体
感
、
そ
の
双

方
を
育
む
土
壌
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
や
地
域
社
会
の
希
薄
化
が
進
む
現
代

に
お
い
て
、
吹
奏
楽
団
体
の
果
た
す
役
割
は
一
層
重

要
性
を
増
し
て
い
る
。
単
な
る
趣
味
を
超
え
、
音
楽

を
通
じ
た
学
び
、
世
代
を
超
え
た
絆
の
場
づ
く
り

が
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
一
助
と
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。

　

横
浜
緑
吹
奏
楽
団
は
、　

回
定
期
演
奏
会
を
一
つ

の
節
目
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
歩
み
、

音
楽
の
力
で
未
来
を
育
ん
で
い
く
考
え
だ
。

　

音
楽
が
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を
活
性
化
す
る

力
と
な
る
│
│
そ
の
理
念
を
胸
に
、
新
た
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
続
け
る
。

地
域
に
根
ざ
す
音
楽
文
化　

横
浜
緑
吹
奏
楽
団
の
歩
み
と
未
来 

地
域
に
根
ざ
す
音
楽
文
化　

横
浜
緑
吹
奏
楽
団
の
歩
み
と
未
来 

オープ
ニング

40

　

『
昨
年
、
区
制　

 

年
を
迎
え
青
葉
区
民
音
楽
祭
の
形

態
が
変
わ
っ
た
。
毎
年　

 

月
に
行
わ
れ
る
「
青
葉
区
民

音
楽
祭
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
音
楽
祭
を
企
画
運
営
す

る
器
楽
部
会
に
所
属
す
る
団
体
が
９
月
〜　

 

月
に
個

別
に
行
う
音
楽
会
も
含
め
て
「
青
葉
区
民
音
楽
祭
」

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

　

文
化
意
識
の
高
い
青
葉
区
民
と
、
区
内
を
中
心
に

活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
団
体
の
架
橋
と
活
性
化

を
念
頭
に
置
い
た
試
み
だ
が
、
昨
年
は
３
公
演
で
述

べ
２
千
人
を
越
え
る
集
客
を
記
録
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
今
年
の
青
葉
区
民
音
楽
祭
は
、
史
上
最
高
の

４
つ
の
演
奏
会
で
構
成
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
９
月 

日(

日)

青
葉
公
会

堂
で
行
わ
れ
る
横
浜
緑
吹
奏
楽
団
の
「
第　

回
定
期

演
奏
会
」
を
皮
切
り
に
、 

月
９
日(
日)

「
青
葉
区
民

音
楽
祭
」
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
が
青
葉
公
会
堂
、　

月
７
日(

日)

リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
ソ
ー
ト
青
葉
の
「
第

　

 

回
定
期
演
奏
会
」
が
フ
ィ
リ
ア
ホ
ー
ル
、
そ
し
て

フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
、　

月　

日(

日)
緑
交

響
楽
団
の
「
第　

回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
青

葉
公
会
堂
に
て
(
詳
細
は
最
終
頁
)
と
充
実
の
内
容

だ
。

　

額
に
汗
し
て
練
習
に
励
む
街
の
音
楽
家
の
そ
れ
が
冷

や
汗
に
な
ら
な
い
よ
う
に
祈
る
傍
ら
、
今
年
も
身
近
に

音
楽
を
楽
し
め
る
こ
の
街
の
秋
が
待
ち
遠
し
い
。
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青
葉
区
民
音
楽
祭

  

史
上
最
高
４
公
演

♪今年は2部制



＊ハーモニカduo【Bom×Boa】のゲスト演奏あり

第１部 ノスタルジック サウンド

① 奈良北オカリナクラブ

② 横浜アコーディオン愛好会

④ マリンＢＡマリン

⑤ Ｐｌｕｍｅｒｉａ

③ 青葉台ジョイフルフレンズ･ハーモニカ

休　憩

開　場10：45

11：00〜12：40

1２：４0〜1３：00

1３：００〜1４：４5

2025年11月9日(日)
メインステージ

【入場無料】

第２部 ボタニカル サウンド

８０日間世界一周

小雨降る径

サンタルチア

ビア樽ポルカ　他

1967年１月に結成、創立58周年

になり歴史を持つ会です。アコー

ディオンは独奏のみならず合奏や

歌の伴奏にも取り組み、各区の区

民活動センターなどのイベント参加

を通じてアコーディオンの懐かしい

音色を届けています。

〜
ひ
と
り
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
世
界
〜

　

持
ち
運
べ
る
ピ
ア
ノ
、
電
気
の
い
ら
な
い

エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
胸
に
抱
え
て
演
奏
で
き
る

オ
ル
ガ
ン
、
独
奏
も
楽
し
い
し
、
み
ん
な
で

か
な
で
る
合
奏
も
。
変
化
に
富
ん
で
迫
力

が
あ
っ
て
、
ま
た
楽
し
い
！
何
か
一
つ
で
も

夢
中
に
な
れ
る
も
の
が
あ
る
と
、
人
生
が

豊
か
に
！

　

今
か
ら
で
も
大
丈
夫
、
ぜ
ひ
ご
一
緒
に

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
魅
力

　

左
手
は
、
指
一
本
で
和
音
が
出
せ
ま
す
、

右
手
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
左
手
で
伴
奏
。
様
々

な
音
楽
が
楽
し
め
ま
す
。
楽
譜
を
読
ん

で
、
手
指
を
動
か
し
て
、
脳
細
胞
が
活
性

化
。
ボ
ケ
防
止
に
も
最
適
で
す
。

　

聴
い
て
い
る
方
た
ち
と
正
面
か
ら
向
き

合
っ
て
弾
け
る
！
子
ど
も
た
ち
の
眼
を
見

な
が
ら
、
お
年
寄
り
の
反
応
を
み
な
が

ら
、
共
に
た
の
し
め
ま
す
。

　

野
外
活
動
で
も
大
活
躍
！
小
型
で
大
き

な
音
が
出
せ
て
、
電
源
コ
ー
ド
が
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
似
た
し
く
み
。
で
も
口
で

吹
く
代
わ
り
に
蛇
腹
で
空
気
を
送
る
の

で
、
演
奏
し
な
が
ら
話
す
こ
と
も
、
歌
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。

① 奈良北オカリナクラブ

1995年青葉区奈良北団地在住のメ

ンバーにより発足。今年で３1年目を

迎えた同好会です。「楽しくオカリナ

を吹こう」をモットーに、オカリナの持

つ素朴で暖かな音色を大切にしなが

らクラシックからジャズまで幅広い

ジャンルの曲目を演奏しています。

イタリア歌曲メドレー
（フニクリ・フニクラ〜
　帰れソレントへ〜オー・ソレ・ミオ）

アイネ・クライネ・
　　　ナハトムジークより
シング･シング･シング　他

懐かしいイタリア歌曲、クラシッ
ク、ジャズなど、色々なジャンルか
ら、大編成ならではのサウンドをお
届けします。

　

合
宿
の
楽
し
み

　

奈
良
北
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
(
Ｎ
Ｏ
Ｃ
)
の
活

動
に
は
、
月
三
回
の
練
習
と
、
各
種
コ
ン

サ
ー
ト
へ
の
出
演
、
ま
た
、
高
齢
者
施
設
へ

の
訪
問
演
奏
等
が
あ
り
ま
す
が
、
特
筆
す
べ

き
は
年
一
回
、
一
泊
二
日
の
合
宿
が
あ
る

事
で
す
。

　

今
年
の
合
宿
は
四
月
十
日
・
十
一
日
の
二

日
間
、
相
模
原
市
の
「
清
流
の
里
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
抽
選
で
決
ま
っ
た
実
行
委
員

を
中
心
に
、
技
術
の
向
上
と
メ
ン
バ
ー
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
充
分
に
図
ら
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

合
宿
で
の
練
習
に
つ
い
て
は
ス
タ
ッ
フ
が

責
任
を
持
ち
ま
す
が
、
一
日
目
夕
食
後
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
企
画
・
運
営
が
実
行
委
員

の
主
た
る
仕
事
で
す
。
今
年
の
、
メ
ン
バ
ー

が
四
組
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
で
は
、
ダ
ン
ス
や
小
芝
居
も
飛
び
出

し
、
大
盛
り
上
が
り
！ 

豪
華
な
？
景
品
も

頂
い
て
、
大
満
足
の
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｃ
の
機
関
紙
「
が
ち
ょ
う
の
子
」
合
宿

特
集
号
に
記
載
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
各
々
の

感
想
文
が
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

今
年
の
区
民
音
楽
祭
で
は
そ
ん
な
メ
ン

バ
ー
達
の
奏
で
る
オ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
お
楽
し
み
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

④　　　　　　　 マリンＢＡマリン

優しい癒しの音色がマリンバの魅力の一つ
ですが、その音色を響かせるためには、腕
だけではなく、実は下半身もとても大切な
のです。正面からはあまり見えませんが、
しっかりと足の裏で地面を踏んで、音が響
くように演奏しています。

♪
マ
リ
ン
バ
で
奏
で
る
映
画
音
楽
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

愛
を
こ
め
て
♪ 

　

今
年
の
マ
リ
ン
Ｂ
Ａ
マ
リ
ン
は
「
映
画
音

楽
」
を
演
奏
し
ま
す
。 

　

ご
存
じ
の
と
お
り
映
画
に
は
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
そ
れ
に
寄
り
添
う
映

画
音
楽
も
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
メ
ン
バ
ー
一
人

ひ
と
り
が
候
補
に
あ
げ
た
、
数
あ
る
名
曲

の
中
か
ら
、
特
に
「
愛
」
に
ま
つ
わ
る
曲
を

メ
イ
ン
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

皆
さ
ん
は
、
何
か
の
拍
子
に
懐
か
し
い
香

り
を
嗅
い
だ
時
、
ふ
い
に
そ
の
当
時
の
こ
と

を
思
い
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ

れ
と
同
様
に
、
何
か
の
映
画
音
楽
を
聴
い

た
と
き
、
「
そ
う
い
え
ば
こ
の
映
画
、
学
生

時
代
に
親
友
と
二
人
で
観
に
行
っ
た
よ
な

あ
」
「
こ
の
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
た
頃
、

部
活
で
頑
張
っ
て
い
た
よ
な
あ
」
等
と
、
皆

さ
ん
の
昔
の
思
い
出
や
風
景
が
蘇
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

演
奏
で
、
そ
ん
な
懐
か
し
い
ひ
と
時
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

　

今
年
結
成
十
九
年
と
な
る
マ
リ
ン
Ｂ
Ａ

マ
リ
ン
。
い
よ
い
よ
来
年
は
節
目
の
年
を
迎

え
ま
す
。
先
生
方
に
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
個
性
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
で
、
皆
様
の
心

に
届
く
、
癒
し
の
音
楽
を
奏
で
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

公演プログラムは予告なしに変更する場合があります。
お問合せは「器楽部会団体問合せ先」の各団体までお願いいたします。

③ 青葉台ジョイフルフレンズ･ハーモニカ

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
「
ベ
ロ
ト
レ
」

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
は
構
造
で
分
け
る
と
、
発
音
体

の
リ
ー
ド
が
一
音
に
つ
い
て
一
枚
の
「
単
音

ハ
ー
モ
ニ
カ
」と
、
二
枚
の
「複
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
」

に
大
別
で
き
ま
す
。
単
音
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
、
ブ

ル
ー
ス
や
ロ
ッ
ク
な
ど
で
使
わ
れ
る
「
テ
ン

ホ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
」
と
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
ど
で
使
わ
れ
る
「
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
複
音
ハ
ー

モ
ニ
カ
は
、
上
下
に
二
つ
の
穴
が
あ
り
、
各
穴

の
リ
ー
ド
の
微
妙
な
ピ
ッ
チ
の
ず
れ
が
独
特

の
哀
愁
を
誘
う
ト
レ
モ
ロ
効
果
を
生
み
出

し
、
唱
歌
や
歌
謡
曲
で
よ
く
使
用
さ
れ
ま

す
。
私
達
の
合
奏
は
複
音
と
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
お

よ
び
二
種
類
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
用
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
四
重
奏
で
演
奏
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
様
は
「
舌
(
ベ
ロ
)
ト
レ
」
と
言

う
言
葉
ご
存
知
で
す
か
？ 

『舌
(ベ
ロ
)ト
レ

で
万
病
予
防
』
と
言
う
特
集
が
某
放
送
局
で

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
健
康
な
ベ
ロ
は
口
を
閉

じ
た
状
態
で
は
上
あ
ご
に
つ
い
て
い
ま
す
が
、

筋
肉
が
衰
え
る
と
下
あ
ご
に
下
が
り
「
落
ち

ベ
ロ
」
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
舌
の
重
さ
で

「
口
呼
吸
」
に
な
り
、
病
気
(
誤
嚥
等
)
を
招
く

危
険
性
も
あ
る
そ
う
で
す
。
舌
を
鍛
え
る

「
ベ
ロ
ト
レ
」
に
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
効
果
的
と

思
わ
れ
ま
す
。
腹
式
呼
吸
と
舌
を
巧
み
に
動

か
す
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
「
ベ
ロ
ト
レ
」
に
は
最
適

な
楽
器
で
す
。

　

【
趣
味
を
生
か
し
て
健
康
管
理
】　

あ
な
た

も
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

⑤　　　　　　　　　 Ｐｌｕｍｅｒｉａ

　

楽
器
の
ふ
る
さ
と

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一
万
数
千
の
島
が
赤
道
を
ま

た
い
で
点
在
す
る
東
西
約
五
千
キ
ロ
の
広
大
な
国

で
、
三
百
以
上
の
民
族
か
ら
な
る
多
民
族
国
家
で

す
。
そ
の
中
の
ジ
ャ
ワ
島
西
部
ス
ン
ダ
地
方
が
私

達
の
楽
器
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

　

ス
ン
ダ
地
方
は
赤
道
の
少
し
南
に
位
置
し
、
内
陸

に
は
高
原
や
山
々
が
連
な
り
ま
す
。
緑
豊
か
な
熱

帯
雨
林
や
竹
林
、
青
く
連
な
る

山
々
が
織
り
な
す
景
観
に
は
、
ま

さ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
「
赤
道
上
の

エ
メ
ラ
ル
ド
」
と
い
わ
れ
る
美
し
さ

豊
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
火

山
性
の
肥
沃
な
土
地
に
広
が
る
水

田
や
、
斜
面
に
整
然
と
作
ら
れ
た

段
々
畑
も
見
事
で
す
。

　

こ
の
ス
ン
ダ
地
方
の
中
心
都
市
が
バ
ン
ド
ン
で

す
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
南
東
に
約
二
百
キ
ロ
、
山
々

に
囲
ま
れ
た
標
高
約
七
百
メ
ー
ト
ル
の
盆
地
に
あ

る
高
原
都
市
で
す
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
よ
り
涼
し
い
で
す

が
、
や
は
り
高
温
多
湿
、
太
陽
の
光
と
豊
か
な
雨

に
恵
ま
れ
、
緑
濃
い
活
気
に
あ
ふ
れ
た
学
園
都
市

で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
達
の
楽
器
は
こ
の
バ
ン
ド
ン
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
の
大
阪
万
博
で
こ
の
楽
器
を
演
奏
し
た

サ
ウ
ン･

ア
ン
ク
ル
ン･

ウ
ジ
ョ
ー
は
こ
こ
バ
ン
ド
ン

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
楽
器
の
中
心
地
で
あ
り
、
中
で

も
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
ア
ン
ク
ル
ン
を
世

界
に
向
け
て
発
信
す
る
本
拠
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

は
る
か
な
海
を
渡
っ
て
日
本
に
運
ば
れ
た
竹
の

音
色
に
西
ジ
ャ
ワ
の
香
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

演
奏
曲

沖縄メドレー

ビートルズメドレー

In the mood　　他

2007年インドネシア在住経験者を中心に

結成、ユネスコ無形文化遺産のアンクルン

をはじめガンバン(竹琴)など、インドネシ

アの竹製民族楽器を奏でるアンサンブルグ

ループです。横浜青年館(南区)を練習拠点

に活動しています。日本各地やインドネシ

アでのイベント、福祉施設、在日インドネシ

ア大使館主催セレモニー等での演奏多数。

メンバー募集中

木曜日の練習に

参加可能、楽譜の

読める方、民族楽

器やインドネシア

好きな方お待ちし

ています♪ 

今年はインドネシア独
立80周年の節目の年
です。インドネシアで
親しまれている曲も演
奏します♪

② 横浜アコーディオン愛好会

アコーディオンの音色を通じて音楽の
世界ミステリーツアーを楽しんでいた
だきます。今年はどこの国を訪れるか
楽しみにしてください。

創立43年目を迎える歴史のあるハーモニカサークルです。

青葉区民音楽祭の他、かわさきハーモニカの集いや区内ボラ

ンティア演奏にも積極的に参加。BomｘBoaの大内先生のご

指導で美しい音色の四重奏を目指し、毎週火曜日に青葉台・

藤が丘・江田等の公共施設で楽しく練習をしています。新規

に仲間を募集中です。お気軽に見学にお越し下さい。

Facebook

Instagram

演
奏
曲

演
奏
曲

釜山港へ帰れ

もしもピアノが弾けたなら

通りゃんせ　他

演
奏
曲

ハリーポッター 

タイタニック 

白い恋人たち 

ニューシネマパラダイス　他

「見て聴いて楽しい！演奏してもっと楽

しい!!」をモットーに、青葉区を中心に活

動しているマリンバ　アンサンブルグ

ループです。　

　　　　　メンバー随時募集中♪ 

マリンバが好き！演奏してみ

たい！という気持ちがあれば

どなたでも大歓迎♪

演
奏
曲



奈良北オカリナクラブ 小川忠史

▼
「
い
の
ち
短
し
戀
(
こ
ひ
)
せ
よ
少
女

(
を
と
め
)　

朱
き
唇
(
く
ち
び
る
)　

褪

(

あ)

せ
ぬ
間
に
」
。
１
９
１
５
年
発
表
、

吉
井
勇
作
詞
、
中
山
晋
平
作
曲
、
「
ゴ
ン

ド
ラ
の
唄
」
の
出
だ
し
で
あ
る
。
▼
ヒ
ト

の
唇
は
他
の
動
物
と
違
い
、
粘
膜
の
一
部

が
め
く
れ
上
が
っ
て
出
来
て
い
る
た
め
、

毛
細
血
管
が
透
け
て
赤
く
見
え
る
。
柔

ら
か
く
薄
い
皮
膚
が
多
様
な
発
音
を
可

能
に
し
、
言
葉
を
発
達
さ
せ
た
。
▼
言
葉

だ
け
で
な
く
、
管
楽
器
を
演
奏
で
き
る

の
も
唇
の
お
か
げ
で
あ
る
。
木
管
楽
器
、

金
管
楽
器
、
オ
ー
ボ
エ
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

な
ど
リ
ー
ド
の
あ
る
も
の
、
な
い
も
の
、

オ
カ
リ
ナ
の
よ
う
に
土
を
焼
く
も
の
な

ど
、
様
々
な
管
楽
器
が
世
界
各
地
で
作

ら
れ
て
き
た
。
▼
わ
が
国
で
は
、
管
楽
器

の
中
で
一
番
経
験
者
が
多
い
の
は
リ

コ
ー
ダ
ー
だ
ろ
う
。
「
た
て
ぶ
え
」
と
い
う

名
前
で
親
し
ん
だ
世
代
も
あ
る
か
と
思

う
が
、
お
よ
そ
７
０
０
年
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
起
源
を
持
ち
、
「
フ
ラ
ウ
ト
」(

笛)

と

い
う
名
称
が
リ
コ
ー
ダ
ー
を
指
す
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
音
を
出
す
の
は
簡
単
だ
が
、
美
し
い

演
奏
に
は
や
は
り
唇
の
操
作
が
欠
か
せ

な
い
、
と
い
う
こ
と
も
。
▼
「
ゴ
ン
ド
ラ
の

唄
」
発
表
か
ら
１
１
０
年
が
経
ち
、
い
の

ち
は
ず
い
ぶ
ん
長
く
な
っ
た
。
年
齢
と
共

に
思
慮
深
さ
を
身
に
つ
け
、
言
葉
に
で
き

な
い
思
い
が
溜
ま
っ
て
い
く
。
▼
赤
子
が

ブ
ー
ブ
ー
と
唇
を
鳴
ら
す
よ
う
に
、
唇

を
使
っ
て
音
色
を
操
る
管
楽
器
の
楽
し

み
は
、
人
間
本
来
の
生
の
喜
び
に
通
じ
る

も
の
が
あ
る
。
「
口
は
禍
(
わ
ざ
わ
い
)
の

元
」
と
も
い
う
。
だ
が
、
言
葉
を
越
え
た

と
こ
ろ
に
音
楽
が
、
そ
し
て
、
私
た
ち
に

は
笛
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
コ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
ソ
ー
ト
青
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
清
美

青葉区長

中島 隆雄

　

令
和
７
年
度
青
葉
区
民
音
楽
祭
の
開
催
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
器
楽
部
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
音
楽
活
動
を
通
じ
て
、
青

葉
区
の
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
、
青
葉
区
で
活
動
し
て
い
る
様
々
な

器
楽
団
体
が
、
青
葉
公
会
堂
と
フ
ィ
リ
ア
ホ
ー
ル

で
素
敵
な
演
奏
を
披
露
さ
れ
ま
す
。
身
近
な
会
場

で
生
の
音
楽
と
触
れ
合
い
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
機
会
で
す
の
で
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

青
葉
区
は
文
化
芸
術
活
動
が
大
変
盛
ん
で
、
区

民
の
皆
様
の
活
動
へ
の
思
い
と
パ
ワ
ー
が
区
の
魅

力
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
演
奏
の
数
々
に
よ
り
、
ご
来
場
の

皆
様
に
と
っ
て
充
実
し
た
ひ
と
時
と
な
る
こ
と
を

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

中
島
隆
雄 

青

葉
区
長
よ
り
、

ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

URL　https://recaoba.blogspot.com/

第1４回緑交響楽団ファミリーコンサート
１２月２１日(日) 1４時開演　　青葉公会堂 　　【入場無料】

※電子チケットteketによる
　 事前予約制

第一部  「カルメン」より前奏曲、となりのトトロ「さんぽ」、他

第二部　ポルカ「狩」、 指揮者体験コーナー、クリスマスフェスティバル、他

緑交響楽団は1984年当時の横浜市緑
区でスタートし、今年創立41年、団員約
60名の団体です。年2回の定期演奏会、
ファミリーコンサートを軸に休日音楽家
を目指し活動を行っております。
昨年に引き続きファミリーコンサートを
開催します。クリスマス時期にちなんだ
楽しい曲や、指揮者体験、あるいは楽器
紹介を通じてクラシック音楽を身近に
感じていただければ幸いです。

　

吾
輩
は
チ
ェ
ロ
で
あ
る
。
名
前
は
ま
だ
無
い
。　

年

ほ
ど
前
に
恵
比
寿
の
楽
器
店
に
い
た
と
こ
ろ
を
今
の

主
人
に
買
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
主
人
は
緑
交
響
楽
団

と
い
う
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し
て
お
り
、
毎
週
日

曜
日
に
な
る
と
練
習
に
吾
輩
を
連
れ
出
す
。
家
で
も

練
習
を
す
る
の
だ
が
、
ど
う
も
あ
ま
り
真
面
目
に

や
っ
て
は
い
な
い
。
吾
輩
に
対
す
る
主
人
の
扱
い
は
、

よ
そ
の
朋
輩
に
比
べ
あ
ま
り
丁
寧
で
は
な
い
よ
う
に

思
う
。
そ
も
そ
も
吾
輩
を
含
む
弦
楽
器
と
い
う
も
の

は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
種
族
な
の
で
あ
る
。
全
身
木
で
で

き
て
い
る
か
ら
気
温
や
湿
度
の
変
化
に
敏
感
で
あ

る
。
弦
が
４
本
あ
る
が
、
そ
の
音
程
を
合
わ
せ
る
の

も
微
妙
な
調
節
が
要
る
。
家
で
合
わ
せ
た
の
に
練
習

会
場
に
着
く
と
音
程
が
ず
れ
て
い
る
。
持
ち
運
ぶ
時

の
主
人
の
気
配
り
が
足
り
な
い
の
で
、
あ
ち
こ
ち
に

ぶ
つ
け
ら
れ
る
せ
い
で
あ
ろ
う
。
駅
の
自
動
改
札
は

最
も
危
険
で
あ
る
。
ま
た
、
電
車
に
乗
り
込
む
と
き

に
頭
を
ぶ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
あ

る
。
吾
輩
に
健
康
で
い
て
ほ
し
い
と
願
う
な
ら
ば
主

人
は
心
を
入
れ
替
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

吾
輩
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
６
〜　

本
の
朋
輩
と

と
も
に
演
奏
し
て
い
る
。
低
音
を
担
当
す
る
の
で
そ

れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
が
、
時
々
や
け
に
目
立
つ
旋
律

を
演
奏
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
時
に
は
主
人

は
張
り
切
る
の
だ
が
、
な
ん
せ
吾
輩
の
全
身
を
よ
く

響
か
せ
る
だ
け
の
技
量
が
な
い
の
で
、
主
人
の
自
己

満
足
で
終
わ
っ
て
い
る
気
が
し
て
仕
方
が
な
い
。
そ

う
は
言
っ
て
も
、
弦
楽
器
と
い
う
種
族
は
お
互
い
音

色
が
調
和
し
や
す
い
の
で
、
朋
輩
た
ち
の
協
力
を
得

て
妙
な
る
響
き
が
聞
か
れ
る
こ
と
も
な
い
で
は
な

い
。
そ
う
い
う
経
験
を
多
く
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
、

主
人
に
は
今
後
一
層
の
研
鑽
を
積
む
よ
う
望
ん
で

や
ま
な
い
。

20

10

吾
輩
は
チ
ェ
ロ
で
あ
る

ファイ
ナル

青葉区内で活動する器楽団体です♪
私たちと一緒に活動しませんか？

詳しくは検索 ！
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